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１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    
  川崎市では，大気中の化学物質濃度の実態を把握する
ことを目的として，市内の環境調査を行っている。これ
までに調査を実施した化学物質は，種類・物質数も多岐
に渡っており，調査結果も多くなったので，今回，一連
の調査結果を整理しまとめることにした。ここでは，分
析法開発を行ってから調査を実施した物質を中心に，
1994 年度から 2000 年度にかけて公害研究所屋上で調査
した結果をまとめて報告する。 
 
２２２２    調査方法調査方法調査方法調査方法    
2.1 2.1 2.1 2.1 調調調調査場所査場所査場所査場所    
 公害研究所屋上  川崎市川崎区田島町20－２ 
ＪＲ川崎駅から南東方向へ約1.5ｋｍのところに位
置し，住宅が密集しており，緑の少ない地域である。
調査地点より南東約500ｍ先を東京大師横浜線，高速
横浜羽田空港線が走り，その先は臨海工業地帯である。 
    
2.2 2.2 2.2 2.2 調査年度別の対象物質調査年度別の対象物質調査年度別の対象物質調査年度別の対象物質    
  1994年度 ニトロフェノール類，リン酸エステル類 
  1995年度 アジピン酸エステル類，フタル酸エステ

ル類 
  1996年度 アジピン酸エステル類，フタル酸エステ

ル類，リン酸エステル類，多環芳香族炭
化水素類，アルデヒド類 

  1997年度 多環芳香族炭化水素類， 
       エチレンオキシド，プロピレンオキシド 
  1998年度 ポリ塩化ビフェニル類， 

ビスフェノールＡ 
  1999年度 フタル酸エステル類，アミン類， 

ビスフェノールＡ 
  2000年度 フタル酸エステル類，ビスフェノールＡ， 

２-メトキシエタノール類 
 

2.3 2.3 2.3 2.3 分析方法分析方法分析方法分析方法    
   化学物質分析法開発調査報告書に準じて行った。 
   物質ごとにその概要を示す。 
 
＊健康福祉局衛生研究所 

 
(1) ニトロフェノール類 
XAD-4捕集→ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ抽出(ｿｸｽﾚｰ)→TMS誘導体
化→GC/MS(SIM) 

(2) アジピン酸エステル,フタル酸エステル，リン
酸エステル類 
ｶﾞﾗｽ繊維ろ紙＋活性炭繊維ろ紙捕集→ﾄﾙｴﾝ/ｱｾﾄ
ﾝ抽出→ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ(Sep-Pak ｼﾘｶ)→GC/MS(SIM) 

(3) 多環芳香族炭化水素類 
石英繊維ろ紙＋Empore Disk SDB-XC捕集→ｼﾞｸﾛ
ﾛﾒﾀﾝ抽出→ﾍｷｻﾝ転溶→ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ(Sep-Pak ｼﾘｶ)
→GC/MS(SIM) 

(4) アルデヒド類 
2,4-ｼﾞﾆﾄﾛﾌｪﾆﾙﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝ含浸ｼﾘｶ捕集(ｵｿﾞﾝｽｸﾗﾊﾞｰ
付)→ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ抽出→HP/LC 

(5) エチレンオキシド，プロピレンオキシド 
臭化水素酸含浸Carboxen564捕集誘導体化→ﾄﾙ
ｴﾝ/ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ抽出→GC/MS(SIM) 

(6) ポリ塩化ビフェニル類 
石英繊維ろ紙＋ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ捕集→ｱｾﾄﾝ抽出→ 
ﾍｷｻﾝ転溶→硫酸処理→GC/HRMS(SIM) 

(7) ビスフェノールＡ 
ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸含浸Sep-Pak ｼﾘｶ捕集→ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ抽出
→LC/MS(SIM) 

(8) 脂肪族アミン類 
ﾘﾝ酸＋ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸含浸石英繊維ろ紙捕集→純水
溶出→ｱﾙｶﾘ下ﾍﾞﾝｾﾞﾝ抽出→TFA誘導体化→
GC/MS(SIM) 

(9) 芳香族アミン類 
ﾘﾝ酸＋ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸含浸石英繊維ろ紙捕集→純水
溶出→ｱﾙｶﾘ下BSCI誘導体化→酸性下ﾍﾞﾝｾﾞﾝ抽
出→GC/MS(SIM) 

(10)フェノール類 
Sep-Pak PS2捕集→2 ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ抽出→GC/MS 
(SIM) 

(11)２－メトキシエタノール類 
Carboxen1000捕集→ｱｾﾄﾝ抽出→GC/MS(SIM) 

    
３３３３    調査結果調査結果調査結果調査結果    
公害研究所屋上で，1994年度から2000年度にかけ
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て行った調査の結果を物質ごとにまとめて，表1-1，
1-2に示した。川崎市調査結果について，検出頻度と
は，検出回数／測定回数（日数）であり，検出範囲は，
検出された値の最低値から最高値である。また，検出
限界は原則として最高値を示した。すでに報告書等で 
 

発表されている調査結果については，調査結果の出典
を示した。さらに，表の右側に参考値として，全国調
査結果(平成12年度版 化学物質と環境から抜粋)の
値を加工して載せた。 
   
 

№１

物質群 № 物質名 検出限界 検出限界 実施年度

№ 　　　　　（ｎｇ/ｍ３） （ｎｇ/ｍ３） 　　　　　　　（ｎｇ/ｍ３） （ｎｇ/ｍ３）
1 o-ﾆﾄﾛﾌｪﾉｰﾙ 7 ／ 7 19 ～110 0.9 4 22 ／27 1 ～140 1 1994

2 m-ﾆﾄﾛﾌｪﾉｰﾙ 0 ／ 7 - 1.6 4 0 ／27 - 8 1994

3 p-ﾆﾄﾛﾌｪﾉｰﾙ 7 ／ 7 31 ～54 1.1 4 27 ／27 1 ～71 1 1994
4 2-ﾆﾄﾛ-m-ｸﾚｿﾞｰﾙ 7 ／ 7 2 ～6.8 1.6 4

1 5 3-ﾆﾄﾛ-p-ｸﾚｿﾞｰﾙ 0 ／ 7 - 4.3 4

6
2-ﾆﾄﾛ-p-ｸﾚｿﾞｰﾙ+
6-ﾆﾄﾛ-m-ｸﾚｿﾞｰﾙ

7 ／ 7 12 ～40 0.7 4

7 5-ﾆﾄﾛ-o-ｸﾚｿﾞｰﾙ 0 ／ 7 - 2.4 4

8 4-ﾆﾄﾛ-m-ｸﾚｿﾞｰﾙ 7 ／ 7 6.2 ～9.6 2.8 4

9 ﾘﾝ酸ﾄﾘﾒﾁﾙ 0 ／ 7 - 1.2 6

10 ﾘﾝ酸ﾄﾘｴﾁﾙ 0 ／ 7 - 0.4 6

11 ﾘﾝ酸ﾄﾘｱﾘﾙ 0 ／ 7 - 1.5 6

12 ﾘﾝ酸ﾄﾘﾌﾞﾁﾙ 36 ／36 0.18 ～13 0.1 6 29 ／40 0.22 ～7.5 0.2 1998

13 ﾘﾝ酸ﾄﾘｽ(2-ｸﾛﾛｴﾁﾙ) 22 ／22 0.19 ～7.5 0.1 6 24 ／37 0.29 ～1.4 0.24 1998

2 14 ﾘﾝ酸ﾄﾘｱﾐﾙ 0 ／ 7 - 0.5 6
15 ﾘﾝ酸ﾄﾘｽ(ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾙ) 0 ／ 3 - 0.5 6

16 ﾘﾝ酸ﾄﾘﾌｪﾆﾙ 24 ／25 0.37 ～3.5 0.3 6

17 ﾘﾝ酸ﾄﾘｽ(ﾌﾞﾄｷｼｴﾁﾙ) 18 ／18 0.95 ～13 0.9 6 2 ／48 50 ～100 50 1993

18 ﾘﾝ酸ﾄﾘｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 0 ／ 7 - 0.3 6

19 ﾘﾝ酸ﾄﾘｸﾚｼﾞﾙ 27 ／29 0.08 ～2.7 0.07 6 8 ／46 1.2 ～2.6 1 1998

20 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞﾒﾁﾙ 33 ／33 2.1 ～49 0.4 5，6

21 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞﾋﾞﾆﾙ 0 ／11 - 0.8 5，6

22 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞｴﾁﾙ 0 ／12 - 0.6 5，6

23 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-i-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 33 ／33 0.28 ～7.1 0.3 5，6

24 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞｱﾘﾙ 0 ／10 - 0.4 5，6

3 25 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-n-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 0 ／11 - 0.4 5，6
26 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-i-ﾌﾞﾁﾙ 33 ／33 0.42 ～4.9 0.2 5，6

27 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 31 ／33 0.14 ～5.3 0.3 5，6

28 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾁﾙ 0 ／11 - 1.4 6

29 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 36 ／36 0.73 ～6.7 0.3 5，6 26 ／33 1 ～26 1 1998

30 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙ 0 ／11 - 0.8 5，6

31 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾒﾁﾙ 33 ／33 0.85 ～15 0.2 6

32 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ 36 ／36 0.58 ～7.3 0.2 6

33 ﾌﾀﾙ酸ｼ-i-ﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 0 ／11 - 0.1 6

34 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｱﾘﾙ 0 ／11 - 0.4 6

35 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 0 ／15 - 0.2 6

36 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-i-ﾌﾞﾁﾙ 33 ／33 0.14 ～4.3 0.1 6 1 ／18 3.3 2.5 1996

37 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 36 ／36 7.1 ～103 5.1 6 13 ／15 10 ～140 10 1996

38 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾒﾄｷｼｴﾁﾙ 0 ／11 - 1.7 6

39 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ｱﾐﾙ 0 ／11 - 0.1 6

40 ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ 31 ／32 0.36 ～5.7 0.3 6

4 41 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍﾟﾝﾁﾙ 0 ／ 4 - 0.2 6
42 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍｷｼﾙ 0 ／ 3 - 0.2 6

43 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-i-ﾍﾌﾟﾁﾙ 32 ／33 1.1 ～15 0.8 6

44 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾞﾄｷｼｴﾁﾙ 0 ／11 - 1.2 6

45 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ 0 ／15 - 0.4 6

46 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾍﾌﾟﾁﾙ 0 ／ 6 - 0.2 6 3 ／15 10 ～17 6 1996

47 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 36 ／36 13 ～84 3.9 6 11 ／18 8 ～323 6 1996

48 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌｪﾆﾙ 0 ／11 - 0.1 6

49 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ｵｸﾁﾙ 11 ／11 0.26 ～1.4 0.2 6 0 ／18 - 12 1996

50 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-i-ﾉﾆﾙ 0 ／ 6 - 15 6 0 ／18 - 72 1996

51 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-i-ﾃﾞｼﾙ 0 ／ 6 - 16 6

52 ﾌﾙｵﾚﾝ 8 ／ 8 0.37 ～26 0.08 1 ／18 210 200 1995

53 ｶﾙﾊﾞｿﾞｰﾙ 4 ／ 4 0.85 ～2.5 0.3 0 ／30 - 50 1994

54 ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ 8 ／ 8 1.4 ～51 0.3 39 ／39 1.6 ～29 0.019 1999

55 ｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾁｵﾌｪﾝ 4 ／ 4 1.5 ～2.9 0.08

56 4H-ｼｸﾛﾍﾟﾝﾀ[def]ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ 8 ／ 8 0.19 ～3.9 0.08

57 ﾌﾙｵﾗﾝﾃﾝ 16 ／16 0.64 ～16 0.08 1 39 ／39 0.58 ～10 0.05 1999

58 ﾋﾟﾚﾝ 16 ／16 0.29 ～12 0.08 1 39 ／39 0.39 ～8.1 0.05 1999

5 59 2,3-ﾍﾞﾝｿﾞﾌﾙｵﾚﾝ 4 ／ 4 0.18 ～1.1 0.08
60 ﾍﾞﾝｿﾞ[a]ｱﾝﾄﾗｾﾝ 8 ／ 8 0.28 ～3.4 0.08 39 ／39 0.16 ～11.0 0.1 1989

61 ﾍﾞﾝｿﾞ[a]ﾋﾟﾚﾝ 14 ／16 0.003 ～1.8 0.003 1 31 ／39 0.31 ～6.37 0.3 1989

62 ﾍﾞﾝｿﾞ[e]ﾋﾟﾚﾝ 16 ／16 0.13 ～4.1 0.02 1 30 ／32 0.074 ～3.7 0.054 1999

63 ﾍﾞﾝｿﾞ[ghi]ﾍﾟﾘﾚﾝ 8 ／ 8 0.074 ～5.5 0.02 32 ／39 0.10 ～4.1 0.086 1999

64 ｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ[a,h]ｱﾝﾄﾗｾﾝ 8 ／ 8 0.021 ～0.6 0.02 12 ／31 0.24 ～1.4 0.23 1999

65 ﾍﾟﾘﾚﾝ 2 ／ 4 0.14 ～0.48 0.02

66 ｺﾛﾈﾝ 8 ／ 8 0.03 ～0.93 0.02

67 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 3 ／ 3 2,300 ～5,000 1

68 ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 3 ／ 3 1,800 ～4,200 1 46 ／47 1,800 ～45,000 500 1995

69 ﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ 3 ／ 3 260 ～660 1

6 70 ﾌﾞﾀﾅｰﾙ 3 ／ 3 320 ～500 1
71 ﾍﾞﾝｽﾞｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 3 ／ 3 350 ～440 1

72 ﾍﾟﾝﾀﾅｰﾙ 1 ／ 3 290 1

73 ﾍｷｻﾅｰﾙ 2 ／ 3 270 ～350 1

表1-1　大気中化学物質調査結果（1994年度～2000年度）

調査結果の
出典＊1

川崎市調査結果 全国調査結果＊２

検出頻度 検出範囲 検出頻度 検出範囲
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(1) ニトロフェノール類 
一部が有機合成の原料として使用されており，８
物質中５物質が検出された。全国調査が行われた
３物質の濃度を比較すると，川崎市調査結果の濃
度は，全国調査結果の範囲内であった。 
 

(2) リン酸エステル類 
一部が可塑剤，難燃剤等で使用されており，11物
質中５物質が検出された。全国調査が行われた４
物質の濃度を比較すると，川崎市調査結果の方が
全国調査結果より若干高い物質があるが，おおむ
ね同レベルであった。 
 

(3) アジピン酸エステル類 
一部が可塑剤等で使用されており，11物質中５物
質が検出された。ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙは，環境ホルモン
戦略計画 SPEED’98のリストに載っている物質で 

 

 
あり，川崎市調査結果の濃度は，全国調査結果の
範囲内であった。 

 
(4) フタル酸エステル類 
一部が可塑剤等で使用されており，21物質中，８
物質が検出された。全国調査が行われた６物質の
濃度を比較すると，川崎市調査結果の濃度はおお
むね全国調査結果の範囲内であった。また，ｼﾞｴﾁ
ﾙ，ｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙ，ｼﾞﾌﾞﾁﾙ，ｼﾞﾍﾟﾝﾁﾙ，ｼﾞﾍｷｼﾙ，ﾌﾞﾁﾙﾍﾞ
ﾝｼﾞﾙ，ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ及びｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙの８物質は，
SPEED’98のリストに載っている物質であり，その
うち４物質が検出された。 
 

(5) 多環芳香族炭化水素類 
非意図的生成物として排ガス等に含まれているほ
か，一部がコールタールとして使用されている。
15物質すべてが検出された。全国調査が行われた

№２

物質群 № 物質名 検出限界 検出限界 実施年度

№ 　　　　　（ｎｇ/ｍ３） （ｎｇ/ｍ３） 　　　　　　　（ｎｇ/ｍ３） （ｎｇ/ｍ３）

74 ｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞ 8 ／ 8 70 ～220 10 1 42 ／51 30 ～300 25 1996

75 ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞ 8 ／ 8 20 ～780 20 1 30 ／46 16 ～210 16 1996

8 76 ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 9 ／ 9 0.042 ～0.24 2 45 ／45 0.11 ～2.1 0.003 1999

9 77 ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 1 ／10 10.9 2.5 3 0 ／18 - 24 1996
78 ｴﾁﾙｱﾐﾝ 2 ／ 2 5.2 ～5.4 1.2

79 n-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ 2 ／ 2 0.40 ～0.50 0.11

80 n-ﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 1 ／ 2 0.36 0.07

81 n-ﾍﾟﾝﾁﾙｱﾐﾝ 0 ／ 2 - 0.58

82 n-ﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 0 ／ 2 - 0.59

83 ｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ 2 ／ 2 2.3 ～4.9 0.66

84 ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱﾐﾝ 0 ／ 2 - 2.0

85 ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾝ 2 ／ 2 38 ～195 4.8 0 ／48 - 640 1991

86 ｼﾞｴﾁﾙｱﾐﾝ 2 ／ 2 19 ～147 1.8

87 ｼﾞ-n-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ 0 ／ 2 - 0.23

88 ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ 0 ／ 2 - 0.98

10 89 ｱﾆﾘﾝ 2 ／ 2 2.6 ～4.0 1.3 1 ／42　 18 15 1997
90 N-ﾒﾁﾙｱﾆﾘﾝ 0 ／ 2 - 0.48 1 ／51 220 150 1990

91 o-ﾄﾙｲｼﾞﾝ 0 ／ 2 - 1.0 0 ／72 - 0.05～150 1985

92 m-ﾄﾙｲｼﾞﾝ 0 ／ 2 - 0.86 0 ／72 - 0.02～100 1985

93 p-ﾄﾙｲｼﾞﾝ 0 ／ 2 - 0.91 0 ／72 - 0.02～50 1985

94 2,3-ｼﾞﾒﾁﾙｱﾆﾘﾝ 0 ／ 2 - 0.76 0 ／51 - 500 1990

95 2,4-ｼﾞﾒﾁﾙｱﾆﾘﾝ 0 ／ 2 - 0.87

96 2,5-ｼﾞﾒﾁﾙｱﾆﾘﾝ 0 ／ 2 - 0.70

97 2,6ｰｼﾞﾒﾁﾙｱﾆﾘﾝ 0 ／ 2 - 0.54

98 3,4-ｼﾞﾒﾁﾙｱﾆﾘﾝ 0 ／ 2 - 5.1

99 3,5-ｼﾞﾒﾁﾙｱﾆﾘﾝ 0 ／ 2 - 1.5

100 1-ﾅﾌﾁﾙｱﾐﾝ 0 ／ 2 - 0.51

101 2-ﾅﾌﾁﾙｱﾐﾝ 0 ／ 2 - 1.0

102 ﾌｪﾉｰﾙ 2 ／ 2 80 ～84 6.7 40 ／47 50.1 ～760 50 1996

103 o-ｸﾚｿﾞｰﾙ 2 ／ 2 14 ～31 1.6

104 m-ｸﾚｿﾞｰﾙ 2 ／ 2 13 ～17 1.3

105 p-ｸﾚｿﾞｰﾙ 2 ／ 2 8.7 ～11 1.3

11 106 2,3-ｷｼﾚﾉｰﾙ 0 ／ 2 - 1.6
107 2,4-ｷｼﾚﾉｰﾙ+2,5ｷｼﾚﾉｰﾙ 0 ／ 2 - 2.3

108 2,6-ｷｼﾚﾉｰﾙ 0 ／ 2 - 1.3

109 3,4-ｷｼﾚﾉｰﾙ 0 ／ 2 - 0.98

110 3,5-ｷｼﾚﾉｰﾙ 0 ／ 2 - 1.4

111 2-ﾒﾄｷｼｴﾀﾉｰﾙ 7 ／10 18 ～130 15

12 112 2-ｴﾄｷｼｴﾀﾉｰﾙ 8 ／10 26 ～830 17
113 2-ﾌﾞﾄｷｼｴﾀﾉｰﾙ 10 ／10 72 ～1,200 5.8

＊１　出典　　１　平成９年度　神奈川県臨海地区大気汚染調査報告書

　　　　　　  　 ２  平成10年度　神奈川県臨海地区大気汚染調査報告書

　　　　　　  　 ３  平成12年度　神奈川県臨海地区大気汚染調査報告書

　　　　　　　 　４　川崎市公害研究所年報第21号　(1995)

　　　　　　　   ５　川崎市公害研究所年報第22号  (1996)

　　　　　　　   ６　川崎市公害研究所年報第23号  (1997)

＊２　平成12年度版　化学物質と環境　環境省環境安全課
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表1-2　大気中化学物質調査結果（1994年度～2000年度）

調査結果の
出典＊1

川崎市調査結果 全国調査結果＊２

検出頻度 検出範囲 検出頻度 検出範囲
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10物質の濃度を比較すると，川崎市調査結果の方
が全国調査結果より若干高い物質があるが，おお
むね同レベルであった。 
 

(6) アルデヒド類 
一部が有機合成の原料等として使用されており，
７物質すべてが検出された。ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの濃度は
全国調査結果の範囲内であった。 
 

(7) エチレンオキシド，プロピレンオキシド 
有機合成の原料等として使用されており，両物質
とも検出された。全国調査結果と比較すると，ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞが若干高めであった。 
 

(8) ポリ塩化ビフェニル類 
検出された濃度は，全国調査結果の範囲内であっ
た。 
 

(9) ビスフェノールＡ 
SPEED’98のリストに載っている物質であり，樹脂
原料等として使用されている。検出頻度は低かっ
た。 

 
(10)アミン類 
  脂肪族アミン類は，一部が医薬品，塗料等に使用
されており，芳香族アミン類は，一部が有機合成,
染料等に使用されている。24物質中７物質が検出
された。全国調査が行われた７物質の濃度を比較
すると，川崎市調査結果の濃度は，全国調査結果
の範囲内であった。 

 
(11)フェノール類 
  合成樹脂等に使用されており，９物質中４物質が
検出された。ﾌｪﾉｰﾙの濃度は全国調査結果の範囲内
であった。 

 
(12)２－メトキシエタノール類 
  溶剤等に使用されており，３物質とも検出された。 
 
４４４４    まとめまとめまとめまとめ    
        (1) 1994～2000年度までに調査を行った12物質群，

113物質について，検出例，検出範囲，検出限界，
掲載報告書等について一覧にまとめレビューを
行った。 

(2) 全国調査が行われていた37物質について，川崎市
の調査結果と比較した結果，おおむね全国調査結
果の範囲内であり，特に高濃度の物質は無かった。 

(3) このように，データを蓄積していくことは実態を 
把握するうえで非常に有効であり，本調査は，今
後も継続して行っていく予定である。 
   

 
   
 
 
 
    
                               


